
 

 

 質 問 者  木 村 征 郎    

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

１ 生活再建の状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 清水地区の復興について 

 

 

 

 

 

 

災害公営住宅の事前登録に続いて自立再建の事前

登録も始まり、被災者の多くが今後の生活再建の道

筋が描けてきました。生活の基本である住宅の目途

が付き、人口が定着することを願いながら次の点を

伺います。 

(１) 現在の仮設住宅の入居状況と今後の集約につ

いて伺います。 

(２) 災害公営住宅に続いて自立再建の事前登録制

度が始りましたが、地区、型式等に偏りがみら

れますが、今後数や型式に見直しはありますか。 

(３) 災害公営住宅が完成する平成30年には本町の

人口8,000人は可能ですか。                                

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

３年９カ月前の東日本大震災による本町の犠牲者

は、海岸に近いところよりも奥まった地区で多かっ

たのが大きな特徴であります。清水地区も海岸から

２～３キロの距離がありながら多くの尊い命を失い

ました。そのことをしっかりと踏まえながら今後の

防災に生かさなければならないと考えます。清水地

区は当初、運動施設の多くを移設する予定がありま
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３ 小・中学校の現状につ

いて 

したが、大分変更していると考えながら次の点を伺

います。 

(１) 清水地区の大半は災害危険区域に指定されて

います。今後どのように活用されますか。 

(２) 災害危険区域に指定されている清水３区の移

転計画に変更はありませんか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

本町の子どもたちは東日本大震災という過酷な体

験をしたが、反面、平時ではありえない貴重な体験

もしてきた。このことは彼らの将来の成長に大きく

役立つものと考える。本県は不登校出現率全国№１

と聞き大変危惧します。逞しく健やかに成長するこ

とを願いながら次の点を伺います。 

(１) 本町の不登校あるいは不登校気味の現状は。 

(２) 大震災などでの精神的ストレスは直後よりも

２～３年後に顕著に表れるともいわれるが、本

町の子どもたちの現状はどうですか。 

(３) 全国学力テストや体力テストが行われたが本

町の成績はどうですか。 

（質問の相手：教育長・担当課長） 

 

 


